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伝達状況の把握には KWM（Key Words Meeting）紙版を使用し，伝達内容における重
要な事柄を示すキーワード（以下，kw）が伝わったかどうかを確認した．複数の「研修で
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VET（Vocational Education and Training; 職業教育訓練）の訳が関係するものと考えられる．
本論文では，伝える内容や方法を限定せず端的に「教えること」を意味する用語として捉える． 








終戦後は，日本の経済復興促進のために経営者教育である CCS（Civil Communication 
Section）講座が紹介され，次いでアメリカの監督者訓練プログラムである TWI（Training 



































































終戦後アメリカから輸入された MTP や TWI などの「教室における学習」が盛んになり，























































































                                           
2 事業場は「一定の場所において相関連する組織のもとに継続的に行なわれる作業の一体」を指し，
1つの事業場であるかどうかは「場所的観念によつて決定すべきもの」という原則が示されてい


























































































































































































































































































れている（図 2.1）．情報の送受信者の形態は，個人授業による 1 対 1 の教育，学校の授









各研修で伝達する kwは，複数の「メイン kwとそれに付随するサブ kw群のセット」
の構造とした．メイン kwがその研修における伝達内容の重要な事柄を示すものであるこ
と，付随するサブ kw群の内容がメイン kwを説明するものになっていることを構成条件
とし，各研修の実施前に講師が準備した kwを記入用紙に記載する KWM紙版（内田ほか, 
2014）を用いた． 
図 2.2～3および図 2.4～5に，研修 1，研修 2で使用した記入用紙を示す．図 2.2にお
ける一番目のメイン kwは「働く人のストレス」であり，このメイン kwを説明するため
に 6個のサブ kwが用いられている．各研修の受講者は，メイン kwが記憶に残ったかど
うかを「はい」または「いいえ」で回答し，「はい」と回答した場合は，記憶に残ったサブ




















ン kwの記憶割合（RMP; Retained Main-kw Proportion），サブ kwの記憶割合（RSP; 
Retained Sub-kw Proportion），メイン kw別のRSPの平均値（ARSP; Average of RSP），
1回の研修における RMPの平均値（CRMP; Class RMP）と ARSPの平均値（CARSP; 
Class ARSP）を計算した．以下の式(1)～(5)に計算方法を示す． 
 RMP$ = &$!                  			 1  RSP$,+ = -$,+&$                									 2  
ARSP$ = RSP$,++ ,$ =
-$,+&$+,$ = -$,++&$,$   																				 3  
CRMP = RMP$$ % = &$!$% = &$$!%       								 4  




ン kw M$に付随するサブ kwの数,$のうち「記憶に残った」とした kwの数を>$とし，受
講者P<のメイン kwの記憶割合（IRMP; Individual Retained Main-kw Proportion）と，
サブ kwの記憶割合（IARSP; Individual Average of Retained Sub-kw Proportion）を
計算した．以下の式(6)，(7)に計算方法を示す． 
 IRMP< = =%                 						 6  









して式(8)より算出した．ただし，EG = FG = 0とする．ジニ係数Hの算出には式(9)を用い
た． 
 
D< = E< − E<JK F< + F<JK2        									 8  




第 3章 結果 
3.1 kw別の伝達状況 
表 3.1に，研修 1において講師が準備した kwの内容と，各 kwの記憶者数と記憶割合
を示す．記入用紙への回答は受講者 15人全員から回収した．RMPは全てのメイン kwで
100%であった．RSP はサブ kw3-2「『いつもと違う』部下への気づきと対応」およびサ
ブ kw5-5「睡眠」が最も高く 86.7％，サブ kw3-3「事例性」が最も低い 6.7％であった． 
ARSPはメイン kw4「積極的傾聴法」で 66.7%であり，5つのメイン kwの中で最も高
かった．一方 ARSP が低かった kw は，メイン kw1「働く人のストレス」およびメイン
kw2「メンタルヘルス対策」の 44.4%であった．メイン kw3「管理監督者の役割」では，
サブ kw3-2とサブ kw3-3の RSPがそれぞれ 86.7%，6.7%となり，最大値と最小値の差
が最も大きかった． 
表 3.2に研修 2の kw別の伝達状況を示す．記入用紙は受講者 23人全員から回収した．
RMPはメイン kw2「ストレスへの気づき」が 95.7%で最も高く，最も低かったのはメイ
ン kw1「働く人のストレス」とメイン kw4「お互いに支えあう」の 87.0%であった．ARSP
はメイン kw3「セルフケア」が 45.2%で最も高かったものの，サブ kw3-4「睡眠」とサ
ブ kw3-6「認知の歪み」の RSPがそれぞれ 76.2%，4.8%と，RSPの最大値と最小値の
差が最も大きかった． 
図 3.1および図 3.2は，研修 1，研修 2それぞれの RMP，RSPの値をグラフで示した
ものである．図 3.3および図 3.4では，研修 1，研修 2それぞれの RMPと ARSPの値を
グラフ上で示した．図 3.5では，研修 1と研修 2の CRMPと CARSPを用いてグラフを
作成した．図 3.1から図 3.5のいずれにおいても記憶割合が高い kwほどグラフの右上に




表 3.3に研修 1における個人別の伝達状況，表 3.4に研修 2における個人別の伝達状況
を示す．太字は，各指標の平均値よりも低いものを示す．IRMP の最大値と最小値は，研
修 1ではいずれも 100.0%，研修 2では 100.0%と 25.0%であった．IARSPの最大値と




最小値は，研修 1が 93.3%と 17.3%，研修 2が 95.8%と 0.0%であった． 
各指標において平均値を下回る人数は，研修 1 の IARSP で 7 人（46.7%），研修 2 の
IRMPで 6人（26.1%），IARSPで 15人（65.2%）であった． 
図 3.6および図 3.7は，縦軸に IARSP，横軸に IRMPをとり，表 3.3と表 3.4をグラ
フ化したものである．これらのグラフから，受講者個人別の伝達状況の分布を確認するこ
とができる． 




なっている．研修 1と研修 2のいずれも，IRMPより IARSPの曲線の方が大きく曲がっ
ている．研修 1と研修 2のジニ係数の比較では，IRMP，IARSPともに 0.1ポイント以上
の差はなかった． 
メイン kwごとに配置した自由記述欄に質問を記入し，追加説明を希望した人数は，研







































4.2.1 研修評価における 4つの段階 
研修の評価に広く用いられている考え方に Kirkpatrick（1998）の 4段階評価がある（表































































































































































































いかが kw の伝達状況から把握できる．RMP や RSP，ARSP を用いて，例えば，相対的













研修 1の方が研修 2に比べて CRMPや CARSPの値が良好であったが，成人の学習で
は問題の解決や関心を満たすことが学べる場合に動機づけられると言われており














該当し，KWM の Web システムを用いた場合では，伝達サイクルにおける一連の手順が































































































































































































































































































































































































































































図 2.5 研修 2の記入用紙（裏面） 
 




































0%# 10%# 20%# 30%# 40%# 50%# 60%# 70%# 80%# 90%# 100%#
 メイン kw1のサブ kw 
メイン kw2のサブ kw 
メイン kw3のサブ kw 
メイン kw4のサブkw 
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 メイン kw1のサブ kw 
メイン kw2のサブ kw 
メイン kw3のサブ kw 
メイン kw4のサブkw 
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は, 管理監督者である｡ 管理監督者は, 部下であ
る労働者からの相談に対応して, 心の健康づくり
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表 2.2 対象とした研修の概要 
 
 実施日 時間 属性 受講者数 ねらい 





















表 3.1 研修 1における kwの伝達状況 
            （注）太字はメイン kwに関する情報 
kw番号 メイン kw 















































































































































  ARSP 57.8% 








表 3.2 研修 2における kwの伝達状況 
            （注）太字はメイン kwに関する情報 
kw番号 メイン kw 


































































































  ARSP 45.0% 







表 3.3 研修 1における個人別の伝達状況 
 
                （注）太字は平均値を下回るもの 
受講者 IRMP IARSP 
1 100.0% 17.3% 
2 100.0% 17.3% 
3 100.0% 20.7% 
4 100.0% 32.0% 
5 100.0% 32.0% 
6 100.0% 34.7% 
7 100.0% 42.0% 
8 100.0% 53.3% 
9 100.0% 55.3% 
10 100.0% 62.7% 
11 100.0% 72.7% 
12 100.0% 86.7% 
13 100.0% 86.7% 
14 100.0% 90.0% 
15 100.0% 93.3% 
平均値 100.0% 53.1% 
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表 3.4 研修 2における個人別の伝達状況 
 
                （注）太字は平均値を下回るもの 
受講者 IRMP IARSP 
1 25.0% 50.0% 
2 50.0% 22.5% 
3 75.0% 27.8% 
4 75.0% 33.3% 
5 75.0% 37.2% 
6 75.0% 41.1% 
7 100.0% 0.0% 
8 100.0% 21.7% 
9 100.0% 21.7% 
10 100.0% 21.7% 
11 100.0% 21.7% 
12 100.0% 26.7% 
13 100.0% 30.8% 
14 100.0% 32.1% 
15 100.0% 39.2% 
16 100.0% 40.8% 
17 100.0% 47.5% 
18 100.0% 65.8% 
19 100.0% 66.7% 
20 100.0% 67.1% 
21 100.0% 75.4% 
22 100.0% 84.6% 
23 100.0% 95.8% 






表 4.1 Kirkpatrickの 4段階評価 
 
レベル 1 Reaction（反応） 研修に対して満足したか 
レベル 2 Learning（学習） 研修で扱った内容を身につけたか 
レベル 3 Behavior（行動） 研修で扱った内容を実務において活用できたか 
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